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第27号

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

（
11
・
12
月
）

◎
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
は
、

11
月
27
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

◎
第
４
回
定
例
会
で
は
、
補
正
予

算
５
件
及
び
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
計
16
件
（
請
願
１
件
含
む
）

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
４

主
な
内
容も

く

じ

福岡堰に飛来した白鳥

平
成
平
成
2424
年
第
４
回
定
例
会
を

年
第
４
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
催
し
ま
し
た
。
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平成 24年（11・12月）　第４回定例会　　議決一覧表平成24年（11・12月）　第４回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報 告 第 8 号専決処分の報告について（第３号）
道路管理瑕疵による車両物損事故の損害賠償
の額を定めたことについて、報告するもので
す。

報 告

承 認 第 7 号専決処分の承認を求めることについて（第７号）
平成 24 年度つくばみらい市一般会計補正予
算（第４号）について、専決処分をしたので
承認を求めるものです。

承 認

議案第 60 号
つくばみらい市防災会議条
例及びつくばみらい市災害
対策本部条例の一部を改正
する条例

災害対策基本法の一部改正に伴い、市町村防
災会議の設置目的や市町村災害対策本部の規
定が改正されたため、条例の一部を改正する
ものです。

原案可決

議案第 61 号
つくばみらい市健康診査負
担金徴収条例の一部を改正
する条例

健康増進法で定められた健康増進事業のうち、
市の集団検診でしか受診できなかった肝炎
ウィルス検診を、平成 25 年４月より医療機
関での検診を可能とすることに伴い、条例の
一部を改正するものです。

議案第 62 号委託契約の変更について
東楢戸台線道路整備事業に係る社会資本整備
総合交付金の追加配分に伴い、工事に関する
委託契約内容の一部を変更をするにあたり、
地方自治法の規定により提案するものです。

議案第 63 号
平成 24年度つくばみらい
市一般会計補正予算（第５
号）

歳入歳出それぞれ１億 6,083 万５千円を追加
し、予算の総額を 156 億 5,094 万４千円と
するものです。

議案第 64 号
平成 24年度つくばみらい
市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ２億 620 万４千円を追加
し、予算の総額を 52億 1,931 万８千円とす
るものです。

会
期
・
日
程

会
期
・
日
程

●
11
・
12
月
定
例
会
●

◇
11
月

27
日
（
火
）
本
会
議

　

開
会
、
会
期
の
決
定

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明

29
日
（
木
）
本
会
議

　

一
般
質
問

30
日
（
金
）
本
会
議

　

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

　

承
認
第
７
号
の
採
決

◇
12
月

3
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

4
日
（
火
）
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

5
日
（
水
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

７
日
（
金
）
本
会
議

　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　

議
員
提
出
議
案
の
提
案
及
び
説
明

　

質
疑
、
討
論
、
採
決

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
・
調
査

　

閉
会
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議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

議案第 65 号
平成 24年度つくばみらい
市公共下水道事業特別会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 1,130 万４千円を減額し、
予算の総額を 10億 2,962 万５千円とするも
のです。

原案可決

議案第 66 号
平成 24年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 174万３千円を追加し、予
算の総額を５億 7,011 万５千円とするもので
す。

議案第 67 号
平成 24年度つくばみらい
市水道事業会計補正予算
（第２号）

収益的収入では営業外収益 233 万１千円を
追加することで、水道事業収益合計を 12 億
3,787 万５千円とし、収益的支出では 2,192
万９千円を減額し、水道事業費用合計を 11
億 8,338 万７千円とするものです。

議案第 68 号委託契約の変更について
東楢戸台線道路整備事業に係る用地買収に不
測の日数を要し工事の着手が遅延したため、
委託契約内容の一部を変更するにあたり、地
方自治法の規定により提案するものです。

発 議 第 6 号つくばみらい市議会委員会条例の一部を改正する条例

地方自治法で定められていた議会の委員会等
に関する規定が簡素化され、委員の選任方法、
在任期間等の規定が条例に委任されることと
なることから所要の改正を行うため、条例の
一部を改正するものです。

発 議 第 7 号
つくばみらい市政務調査費
の交付に関する条例の一部
を改正する条例

地方自治法の一部改正により、政務調査費の
名称が「政務活動費」に改められ、交付目的
の変更や経費の範囲を規定することとなるこ
とから所要の改正を行うため、条例の一部を
改正するものです。

発 議 第 8 号
つくばみらい市政務調査費
の特例に関する条例の一部
を改正する条例　

地方自治法の一部改正により、政務調査費の
名称が「政務活動費」と改められることから
所要の改正を行うため、条例の一部を改正す
るものです。

発 議 第 9 号つくばみらい市議会会議規則の一部を改正する規則

地方自治法の一部改正により、市議会本会議
における公聴会の開催及び参考人招致を行う
ことができることと改正されたことから、そ
の手続き等に関わる規定を定めるため、規則
の一部を改正するものです。

番　号 請願・陳情名 結　　果

請 願 第 7 号小学校の複式学級における加配教員の配置に関する請願 採　　択

陳 情 第 7 号地球社会建設決議に関する陳情書 全議員及び執行部に
配布しました
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質
問
は
、議
員
本
人
が
概
ね
３
０
０
字
を
目
安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

定
例
市
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

海老原　弘　議員

市内の都市ガスについて

地
方
広
域
下
水
道
組
合
の
工

事
を
し
て
お
り
、
当
初
の
ガ

ス
管
埋
設
の
予
定
場
所
に
、

下
水
道
管
を
通
す
の
で
、
ガ

ス
管
は
反
対
側
へ
移
動
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
事
で

あ
っ
た
。道
路
管
理
者
で
あ

る
市
で
は
、ど
の
よ
う
な
指
導

を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、二
三
成
橋
で
は
、ガ

ス
管
を
橋
げ
た
に
抱
か
せ
る

よ
う
な
工
事
を
す
る
の
で
、

災
害
の
時
は
ガ
ス
会
社
へ
の

連
絡
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

市
内
の

都
市
ガ
ス
の
供
給
エ
リ
ア
は
、

絹
の
台
地
区
と
み
ら
い
平
地

区
が
民
間
の
ガ
ス
会
社
に
よ

り
整
備
さ
れ
て
い
る
。平
成
24

年
９
月
に
、新
た
に
山
王
新
田

と
下
平
柳
地
区
に
つ
い
て
、事

業
者
よ
り
ガ
ス
管
埋
設
の
道

路
占
用
許
可
申
請
書
が
提
出

さ
れ
た
。当
地
区
は
合
併
特
例

債
事
業
で
市
道
１
ー
３
号
線

整
備
事
業
や
下
水
道
工
事
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、関
係
課
と

調
整
を
し
な
が
ら
地
域
住
民

に
十
分
説
明
の
上
、実
施
す
る

よ
う
指
導
し
、10
月
に
許
可
書

を
発
行
し
た
。

　

上
下
水
道
の
既
設
の
埋
設

管
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
を

含
め
占
用
許
可
を
発
行
す
る

段
階
ま
で
に
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
事
業
者
に
指
導
を
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
取
手
地
方
広
域
下

水
道
組
合
の
下
水
管
と
民
間

の
ガ
ス
管
は
、
建
設
課
の
指

導
に
よ
り
設
置
箇
所
を
決
定

し
て
い
る
。今
後
も
、
同
組

合
や
関
係
各
課
を
含
め
て
、

さ
ら
な
る
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
者
に
対
し
指
導
し

て
参
り
た
い
。

　

災
害
時
の
対
応
と
し
て
、

ガ
ス
埋
設
管
は
平
成
23
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
も
被
害
の
少
な
か
っ
た
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
、

耐
震
性
に
優
れ
仮
に
ガ
ス
漏

れ
事
故
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
圧
着
に
よ
り
容
易
に
対

処
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
家
庭
で
も
マ
イ

コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
監
視
に
よ

り
、震
度
５
以
上
の
地
震
や
異

常
を
感
知
し
た
場
合
に
は
、自

動
で
遮
断
す
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
お
り
、３
６
５
日
24
時

間
体
制
、週
１
回
の
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
３
年
に
１

回
の
気
密
性
の
検
査
な
ど
、安

全
性
に
つ
い
て
事
業
者
に
確

認
を
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
今
回
対
象
と

な
っ
た
項
目
は
、
農
業
生
産

組
織
に
対
す
る
補
助
事
業
や

防
犯
灯
に
関
す
る
問
題
等
、

事
業
仕
分
け
の
対
象
と
し
て

適
当
で
あ
っ
た
か
疑
問
で
あ

る
。ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小

規
模
事
業
で
あ
り
、
市
長
以

下
執
行
部
で
判
断
可
能
な
内

容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

対
象
外
と
な
っ
た
大
規
模
事

業
に
こ
そ
無
駄
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。例
え
ば
、ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
建
設
に
向
け
て
費
用

投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

な
ど
必
要
性
す
ら
議
論
さ
れ

て
い
な
い
。

　

仕
分
け
対
象
の
選
定
経

緯
、
事
業
仕
分
け
に
よ
る
費

●
中
島
議
員　

私
は
、
事
業

仕
分
け
の
プ
ロ
セ
ス
の
公

開
、
市
政
の
透
明
性
を
図
る

と
い
う
目
的
の
も
と
に
行
わ

れ
る
事
業
仕
分
け
を
否
定
す

●
海
老
原
議
員　

下
平
柳

か
ら
山
王
新
田
に
か
け
て
都

市
ガ
ス
の
工
事
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
、
施
工
業
者
で
あ

る
取
手
市
内
の
事
業
者
に
話

を
聞
い
て
き
た
。山
王
新
田

地
区
と
下
平
柳
の
一
部
の
地

区
に
都
市
ガ
ス
の
工
事
を
行

う
こ
と
を
知
っ
た
。山
王
新

田
で
は
、
一
期
住
宅
で
取
手

中島　五郎　議員

事業仕分けについて
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用
対
効
果
、
対
象
と
な
っ
た

事
業
を
担
当
す
る
部
署
や
市

民
の
反
応
な
ど
併
せ
て
伺
い

た
い
。

●
市
長　

事
業
仕
分
け
は
、

市
長
就
任
時
に
、い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
閉
塞
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ム
リ
、
ム
ダ
、
ム
ラ

を
な
く
す
３
ム
主
義
を
職
員

に
浸
透
さ
せ
て
い
る
過
程
に

お
い
て
、事
業
仕
分
け
を
取
り

入
れ
よ
う
と
出
発
し
て
い
る
。

　

事
業
仕
分
け
は
、
仕
分
け

人
の
他
に
市
民
判
定
員
も
お

り
、
市
民
の
意
見
も
聞
く
場

と
し
て
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
市
に

と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義
な

も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
市
長
公
室
長　

仕
分
け
対

象
事
業
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、事
業
費
が
人
件
費
を
含
め

１
０
０
万
円
以
上
で
３
年
以

上
の
継
続
事
業
で
あ
り
、市
に

裁
量
権
が
あ
る
事
業
を
対
象

と
し
た
。こ
れ
に
よ
り
85
事
業

に
絞
り
込
み
、さ
ら
に
各
課
１

事
業
程
度
を
抽
出
し
た
後
、職

員
で
組
織
す
る
市
行
政
評
価

委
員
会
に
お
い
て
、各
部
１
事

業
以
上
を
対
象
と
し
９
事
業

を
選
定
し
た
。対
象
が
偏
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
職
員
の
意
識

改
革
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、多
く
の
職
員
が
参

加
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

費
用
対
効
果
と
し
て
は
、

事
業
費
削
減
あ
り
き
の
考
え

方
で
は
な
く
、
行
財
政
全
体

の
再
構
築
な
ど
に
よ
り
事
業

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
仕
分
け
の
様
子
を

全
面
公
開
す
る
こ
と
で
、
市

民
に
透
明
性
の
あ
る
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
会
場

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見

る
と
、
市
の
事
業
に
関
心
を

持
っ
た
と
い
う
意
見
が
80
％

以
上
で
、
行
政
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
も
効
果
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

行
政
の
事
業
は
、
行
政
単

体
だ
け
で
進
め
る
の
は
困
難

で
、
結
果
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
は
、今
後
と
も
、関
係

機
関
、
関
係
団
体
等
と
密
接

な
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
事

業
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
参

り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
に
対
す
る
負
担
金
に
つ

い
て

☆
定
例
記
者
会
見
で
発
表
し

た
内
容
の
そ
の
後
の
措
置

に
つ
い
て

●
鐘
ケ
江
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
は
、

予
約
手
続
き
が
面
倒
で
利
用

し
づ
ら
い
と
い
う
声
が
あ

る
。ま
た
当
日
は
利
用
の
な

い
空
き
部
屋
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
や
子
ど
も
ま
で

常
に
誰
か
が
出
入
り
す
る
よ

う
な
活
発
な
施
設
へ
と
利
活

用
し
て
頂
き
た
い
。

　

例
え
ば
、
団
体
利
用
だ
け

で
は
な
く
、
団
体
登
録
無
し

で
も
、
子
ど
も
達
や
受
験
生

の
学
習
の
場
と
し
て
空
き
部

屋
を
開
放
し
た
り
、
ご
近
所

同
士
で
個
人
的
に
当
日
利
用

出
来
た
り
、
市
外
者
や
企
業

利
用
を
許
可
す
る
な
ど
、
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
は

如
何
か
。

　

ま
た
、
図
書
館
へ
行

く
事
が
困
難
な
方
や
、

市
内
に
書
店
が
無
い
不

便
さ
を
解
消
す
る
た
め

に
も
、
本
館
と
連
携
し

て
図
書
の
予
約
や
貸
し

出
し
、
返
却
が
で
き
る

よ
う
に
ミ
ニ
図
書
館
を

設
置
し
て
頂
き
た
い
。

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

●
教
育
長　

空
き
部
屋

の
活
用
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
公
の
施
設
で
あ
り
、市
民
全

体
の
財
産
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
予
約
が
な
い
部
屋
は
、
状

況
に
応
じ
て
当
日
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。た
だ

し
夕
方
６
時
以
降
の
使
用
は
、

管
理
の
都
合
上
、事
前
予
約
の

利
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
の
学
習

部
屋
と
し
て
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
各
部
屋
と
も
に
外
部

か
ら
中
が
見
え
な
い
状
態
で

あ
り
、
管
理
監
督
及
び
安
全

管
理
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

考
え
ら
れ
、
現
段
階
で
は
難

し
い
が
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

施
設
は
、
市
民
の
地
域
活

鐘ケ江　礼生奈　議員

コミュニティセンター・
公民館の利用について

事
業
仕
分
け
会
場
の
様
子

学習・交流・活動の拠点となる公民館・コミュニ
ティセンター（写真は小絹コミュニティセンター）
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動
の
活
性
化
や
相
互
交
流
、

文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
目

的
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
利

用
団
体
の
う
ち
市
内
在
住
者

が
過
半
数
を
超
え
て
い
れ

ば
、
市
外
者
の
利
用
を
認
め

て
い
る
が
、
も
し
市
外
の
方

を
受
け
入
れ
た
場
合
、
市
内

の
方
が
予
約
を
取
れ
な
い
と

い
っ
た
問
題
も
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
今
後
も
市
内
の
方
の

利
用
を
最
優
先
に
と
考
え
て

い
る
。

　

各
施
設
に
は
談
話
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
る
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

次
に
ミ
ニ
図
書
館
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
公
民
館

の
各
部
屋
の
利
用
率
は
、
ど

の
施
設
も
多
目
的
室
の
利
用

が
多
く
約
70
％
の
稼
働
率

で
、
２
日
に
１
回
は
ど
の
部

屋
も
稼
働
し
て
お
り
、
常
時

空
い
て
い
る
部
屋
が
な
い
こ

と
か
ら
、
ミ
ニ
図
書
館
の
設

置
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
国
際
交
流
に
つ
い
て

☆
み
ら
い
平
駅
前
駐
輪
場
に

つ
い
て

●
中
島
議
員　

上
下
水
道
事

業
（
農
業
集
落
排
水
事
業
を

含
む
）
の
計
画
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
の
問
題
で

あ
る
が
、
今
回
は
、
福
岡
地

区
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

こ
こ
は
区
域
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
水
道
本
管
は
途
中
ま

で
で
、
長
い
距
離
を
個
人
負

担
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。ま
た
、
こ
の
地
域
の

農
業
集
落
排
水
事
業
の
施
設

は
、
若
干
の
余
裕
を
見
て
で

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く

申
請
し
た
者
に
許
可
が
出

て
、
大
き
な
施
設
が
入
る
こ

と
に
よ
っ
て
、現
在
は
、新
た

な
加
入
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。補
助
金
を
出
し
合
併

処
理
浄
化
槽
で
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
聞
く
。何
か

矛
盾
を
感
じ
、
事
業
計
画
の

甘
さ
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は

と
考
え
る
。早
急
な
る
計
画

の
見
直
し
と
対
応
を
望
む
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

で
本
管
施
設
延
伸
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

福
岡
地
区
へ
延
伸
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。併
せ
て
市

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

区
域
指

定
制
度
に
お
い
て
福
岡
地
区

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
を

図
る
過
疎
化
対
策
と
し
て
、

市
街
化
区
域
か
ら
離
れ
て
い

る
集
落
を
対
象
と
し
た
区
域

で
あ
る
。区
域
指
定
の
決
定

に
あ
た
り
、
要
件
の
一
つ
と

し
て
給
排
水
の
確
保
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
が
、
区
域
指

定
に
か
か
わ
ら
ず
市
街
化
調

整
区
域
内
で
の
開
発
行
為
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
今

以
上
に
上
下
水
道
施
設
の
整

備
状
況
を
確
認
し
、
特
に
事

業
所
等
の
大
規
模
な
開
発
行

為
は
、
入
念
に
調
整
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

次
に
福
岡
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
は
、
計
画
か
ら

約
20
年
が
経
過
、
加
入
者
も

増
加
し
処
理
施
設
の
能
力
が

計
画
水
量
に
達
す
る
状
況
に

あ
り
、
新
た
な
加
入
希
望
者

に
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に

よ
る
処
理
を
お
願
い
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
の
施
設

整
備
は
、
旧
町
村
の
拡
張
計

画
や
合
併
後
の
総
合
基
本

計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

る
。本
管
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
場
所
で
の
新
た
な
住
宅

建
築
等
の
場
合
は
、
個
人
負

担
で
給
水
管
の
布
設
を
お
願

い
し
て
い
る
。

●
市
長　

福
岡
地
区
の
農
業

集
落
排
水
事
業
は
、
現
在
の

処
理
量
が
接
続
予
定
者
を
含

め
計
画
水
量
に
達
す
る
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
、

現
況
調
査
を
予
定
し
て
お

り
、
処
理
能
力
の
向
上
と
施

設
の
強
化
計
画
を
図
っ
て
参

り
た
い
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
水
道
施
設
が

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
更
新
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
、今
後
、老
朽
管
の

更
新
や
耐
震
工
事
の
計
画
、

水
道
本
管
の
延
長
も
併
せ
て

検
討
し
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

公
共
下

水
道
事
業
は
国
土
交
通
省
、

農
業
集
落
排
水
事
業
は
農
林

水
産
省
と
そ
れ
ぞ
れ
所
管
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、今
後
、十

分
研
究
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
機
構
改
革
に
伴
う
人
事
管

理
に
つ
い
て

●
今
川
議
員　

こ
の
問
題

は
、
野
掘
字
天
田
窪
台
の
山

林
を
事
業
者
が
取
得
し
埋
立

て
を
し
た
も
の
で
、
市
道
も

中島　清和　議員

上下水道事業の計画見
直しについて（農業集
落排水事業も含む）

今川　英明　議員

野掘地区の無許可埋立て
について
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地
域
の
環
境
が
侵
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
残

念
で
あ
る
と
同
時
に
怒
り
を

感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

違
法
な
埋
立
て
行
為
は
、
厳

し
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

再
発
防
止
を
図
る
た
め

に
、
今
回
の
教
訓
を
生
か
し

た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
ま
た
、
新
し
く
「
土
砂

等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が

11
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

の
で
、
今
ま
で
以
上
に
警
察

署
や
茨
城
県
等
、
関
係
機
関

と
一
層
の
連
携
を
強
化
し

て
、
違
法
埋
め
立
て
行
為
が

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
対
処

し
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
み
ら
い
平
地
区
小
学
校
建

設
に
つ
い
て

☆
議
会
か
ら
提
出
れ
た
予
算

編
成
に
対
す
る
要
望
に
つ

い
て

に
終
了
し
た
。
測
量
し
た
と

こ
ろ
無
許
可
盛
土
面
積
は
約

３
千
４
０
０
㎡
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
常
総
警

察
署
や
茨
城
県
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
残
土
搬
出
を
第

一
に
考
え
、
搬
出
計
画
書
の

提
出
を
指
示
し
、
従
わ
な
い

場
合
に
は
厳
し
く
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●
都
市
建
設
部
長　

市
道
が

搬
入
路
と
し
て
無
許
可
で
埋

立
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
道
路

に
対
す
る
禁
止
行
為
に
あ
た

る
た
め
、
口
頭
と
文
書
で
原

状
復
旧
の
指
導
を
実
施
、
従

わ
な
い
た
め
常
総
警
察
署
の

助
言
を
得
て
対
応
し
た
が
、

条
件
が
整
わ
ず
結
果
的
に
中

止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

そ
の
後
搬
入
が
終
了
し
、

市
道
と
民
地
部
分
と
の
境
界

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
盛
土
部
分
の
原
状
復
旧

を
文
書
で
指
導
し
た
が
、
完

全
復
旧
に
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
原
状
回
復
に
つ

い
て
弁
護
士
と
相
談
し
な
が

ら
対
応
を
考
え
た
い
。

●
市
長　

市
の
行
政
指
導
に

従
わ
ず
盛
土
行
為
に
よ
り
、

無
断
で
埋
立
て
利
用
し
盛
土

を
行
っ
た
。
私
た
ち
議
員
も

現
地
を
調
査
視
察
し
た
が
、

そ
の
後
も
盛
土
を
続
け
約

５
千
８
０
０
㎡
の
土
地
を
約

10
ｍ
近
く
盛
土
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
完
全
に
条
例
違

反
で
あ
り
、
告
発
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
市
道
が
不
法
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
使
わ
せ

な
い
様
に
障
害
物
等
を
置
い

て
使
え
な
い
状
況
を
提
案
し

た
が
で
き
な
か
っ
た
訳
で
、

今
後
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨

ま
な
い
と
同
じ
事
が
起
こ
っ

て
し
ま
う
。
市
民
の
安
心
安

全
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
、

議
員
と
市
執
行
部
が
一
緒
に

環
境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
今
後
の

措
置
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

野
堀
地

区
の
無
許
可
埋
立
て
に
つ
い

て
は
、
市
職
員
が
現
地
の
測

量
を
行
い
５
０
０
㎡
以
上
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
市
の
環

境
保
全
条
例
の
無
許
可
埋
立

て
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

口
頭
と
文
書
に
よ
る
土
砂
搬

入
停
止
の
指
示
を
し
た
が
、

従
わ
ず
搬
入
を
続
け
10
月
末

に
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
英
語
で
話
す
こ
と
を

体
験
さ
せ
る
た
め
に
は
、
外

国
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Т
の
役

割
と
活
躍
が
重
要
と
思
う
。

本
市
に
お
け
る
外
国
語
指
導

助
手
Ａ
Ｌ
Т
の
各
学
校
へ
の

配
置
状
況
、
活
動
状
況
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

●
教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
の
授
業
が

効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

平
成
21
年
か
ら
小
学
校
の
外

国
語
活
動
担
当
教
諭
を
対
象

に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、

英
語
が
苦
手
で
あ
る
教
師
の

不
安
を
解
消
し
活
動
で
き
る

よ
う
な
内
容
で
実
施
し
て
い

る
。今
後
は
、各
学
校
の
全
教

諭
を
対
象
に
校
内
研
修
と
し

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

小
絹
小
・
中
学
校
の
連
携

の
取
り
組
み
例
と
し
て
、
小

学
校
で
は
、
学
級
担
任
と
Ａ

Ｌ
Ｔ
、
中
学
校
の
教
師
と
の

３
人
体
制
の
授
業
を
展
開

し
、
中
学
校
英
語
に
つ
い
て

の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
。

　

中
学
校
で
は
、
小
・
中
学

校
合
同
で
作
成
し
た
指
導
内

容
の
系
統
表
を
基
に
、「
つ
け

た
い
力
」を
明
確
に
し
た
。小

●
直
井
議
員　

本
市
に
お
け

る
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。国
際
化
が
進
展
す

る
中
、
今
後
ま
す
ま
す
国
際

共
通
語
と
し
て
の
英
語
の
必

要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。本
市

の
子
ど
も
た
ち
が
や
が
て
成

長
し
、
高
校
・
大
学
を
卒
業

し
、
就
職
し
て
世
の
中
に
羽

ば
た
こ
う
と
い
う
と
き
、
そ

の
基
礎
と
な
る
本
市
で
の
英

語
教
育
の
質
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
が
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
私
は
判
断
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
市
内
の
小
学
校
の

学
級
担
任
が
一
定
以
上
の

英
語
の
授
業
が
で
き
る
よ
う 直井　高宏　議員

本市の学校教育（外国語
教育）について伺う
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管
理
を
市
が
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
農
地
利
用
の
な
い
排

水
路
は
、
市
が
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
検
討
事
項
で
あ

る
用
水
路
の
管
理
権
の
移
譲

等
に
つ
い
て
、協
議
を
進
め
、

農
業
用
と
し
て
役
目
を
終
え

て
い
る
施
設
の
有
効
利
用
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

　

次
に
、
谷
井
田
地
区
の
雨

水
整
備
は
、
取
手
地
方
広
域

下
水
道
組
合
と
市
と
の
事
業

と
し
、
補
助
事
業
に
係
る
排

水
路
は
同
組
合
で
、
単
独
事

業
の
部
分
は
市
が
施
行
し
て

い
る
。整
備
の
時
期
は
、セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
交
差
点
か

ら
中
通
川
ま
で
は
平
成
27
年

度
ま
で
に
整
備
を
予
定
、
谷

井
田
バ
ス
停
か
ら
中
通
川
ま

で
は
28
年
度
以
降
の
整
備
見

込
み
で
あ
る
。

●
市
長　

市
の
下
水
道
整
備

計
画
は
汚
水
整
備
を
優
先
的

に
進
め
、
雨
水
事
業
認
可
区

域
の
拡
大
予
定
は
現
在
な
い

が
、
将
来
的
に
は
雨
水
整
備

事
業
に
つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
て
進
め
た
い
。

　

し
か
し
、冠
水
地
域
な
ど
市

民
の
生
活
に
支
障
が
あ
り
緊

急
性
の
あ
る
箇
所
は
、下
水
道

学
校
で
の
学
習
や
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

よ
り
、
友
達
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英

語
で
会
話
す
る
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
ず
に
取
り
組
め
て
い

る
な
ど
の
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

　

他
の
中
学
校
区
で
も
、
こ

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
連
携
を
強
化
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

●
教
育
部
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、

市
内
中
学
校
４
校
に
各
１
名

と
小
学
校
10
校
に
２
名
の
計

６
名
を
配
置
し
て
い
る
。

　

小
学
校
で
は
、
児
童
が
外

国
語
に
親
し
む
よ
う
、
学
年

に
応
じ
た
学
習
指
導
の
助
手

と
し
て
活
動
す
る
ほ
か
に
、

教
材
作
成
や
社
会
科
の
外
国

文
化
紹
介
な
ど
他
の
授
業
も

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
実
践

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
育
成
の
た
め
の
英
語
の
授

業
の
ほ
か
に
、教
材
作
成
、課

題
英
作
文
の
添
削
や
聞
き
取

り
テ
ス
ト
の
作
成
、
そ
の
他

授
業
で
も
活
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
小
・
中
学
校
の
給
食

や
清
掃
活
動
に
参
加
し
な
が

ら
、児
童
・
生
徒
と
触
れ
合
っ

て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
独
立
し
て
授
業

を
担
当
す
る
こ
と
で
、児
童
・

生
徒
と
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
多

く
な
り
、
積
極
性
が
増
し
た

り
、
英
語
の
会
話
力
や
聞
き

取
る
力
の
向
上
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
川
上
議
員　

用
排
水
路
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、①
平
成

17
年
の
福
岡
堰
土
地
改
良
区

と
の
協
定
書
に
基
づ
き
、農
業

用
施
設
と
し
て
不
要
と
な
っ

た
用
排
水
路
の
都
市
施
設
へ

の
転
換
と
、管
理
権
を
市
に
移

譲
す
る
よ
う
協
議
を
つ
め
て

い
く
こ
と
を
求
め
る
。②
取
手

地
方
広
域
下
水
道
組
合
が
、谷

井
田
地
区
で
25
　

ha
の
雨
水
排

水
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、そ

の
中
で
、セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前

の
信
号
機
交
差
点
か
ら
中
通

川
ま
で
の
市
道
と
、谷
井
田
バ

ス
停
か
ら
中
通
川
ま
で
の
市

道
に
つ
い
て
、用
水
路
敷
き
を

雨
水
路
と
し
て
整
備
し
、道
路

面
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

明
確
に
計
画
に
位
置
づ
け
る

こ
と
を
求
め
る
。③
今
後
、
公

共
下
水
道
認
可
区
域
に
、ど
う

雨
水
排
水
路
事
業
を
拡
大
す

る
の
か
。ま
た
、
雨
水
・
歩
道

整
備
事
業
で
当
然
用
排
水
路

の
利
用
が
求
め
ら
れ
、福
岡
堰

と
の
協
議
を
つ
め
る
必
要
が

あ
る
。ど
う
対
応
す
る
の
か
。

●
都
市
建
設
部
長　

平
成
17

年
に
福
岡
堰
土
地
改
良
区
と

締
結
し
た
協
定
書
で
は
、市
街

化
区
域
内
に
農
地
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、当
分
の
間

両
者
の
共
同
管
理
と
定
め
、農

地
が
現
存
し
な
い
区
域
の
用

地
は
、管
理
権
の
移
譲
を
今
後

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
雨
水
排
水
整
備

と
し
て
用
水
路
敷
地
へ
の
側

溝
敷
設
に
関
し
て
は
、
事
前

協
議
に
よ
り
敷
設
後
の
維
持

事
業
と
し
て
の
雨
水
対
策
だ

け
で
な
く
、道
路
排
水
整
備
事

業
な
ど
も
含
め
て
対
応
し
、ま

た
、取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
の
事
業
区
域
に
お
い
て
も
、

組
合
と
協
議
し
必
要
に
応
じ

て
整
備
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

　

さ
ら
に
用
排
水
路
敷
地
の

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、歩
道

用
地
と
し
て
活
用
で
き
る
箇

所
は
、
有
効
活
用
を
考
え
た

い
。ま
た
、農
業
利
用
の
所
も
、

歩
道
敷
地
と
し
て
利
用
が
可

能
な
場
合
は
、福
岡
堰
土
地
改

良
区
と
協
議
を
行
い
歩
行
空

間
の
確
保
に
努
め
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆「
歩
道
の
な
い
道
路
は
道
路

で
な
い
事
業
」に
つ
い
て

☆
平
成
24
年
度
つ
く
ば
み
ら
い

市「
事
業
仕
分
け
」に
つ
い
て

川上　文子　議員

用排水路の取り扱いに
ついて

今後、整備が予定される谷井田地区の用水路
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古川　よし枝　議員

就学援助事業について

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
み
ら
い
平
駅
の
駐
輪
場
に

つ
い
て

☆
市
の
審
議
会
等
の
会
議
の

公
開
に
つ
い
て

●
古
川
議
員　

経
済
的
理
由

で
小
・
中
学
校
就
学
が
困
難

な
場
合
、学
用
品
、入
学
準
備

費
用
、修
学
旅
行
、給
食
費
な

ど
教
育
に
必
要
な
経
費
を
支

給
す
る
就
学
援
助
制
度
の
運

用
に
つ
い
て
、
当
市
は
全
児

童
生
徒
の
３
・
６
５
％
（
平

成
23
年
度
）
と
適
用
率
は
大

変
低
い
。龍
ケ
崎
市
、土
浦
市

な
ど
は
10
％
台
で
あ
り
、
近

隣
の
自
治
体
と
比
べ
て
も
差

を
つ
け
て
低
い
水
準
。制
度

が
十
分
運
用
さ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。児
童
生
徒

の
困
っ
て
い
る
状
況
を
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

以
下
、
①
制
度
の
お
知
ら

せ
は
毎
年
全
家
庭
に
届
く
よ

う
に
す
る
。
②
お
知
ら
せ
に

は
お
お
よ
そ
の
該
当
所
得
基

準
額
を
記
載
し
、
自
己
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
③

民
生
委
員
の
所
見
は
義
務
付

け
に
し
な
い
。
④
判
定
基
準

の
所
得
基
準
値
の
引
き
上
げ

を
す
る
。
⑤
支
給
対
象
品
目

の
拡
大
に
つ
い
て
、
改
善
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

●
教
育
長　

平
成
23
年
度
の

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童

生
徒
数
は
、小
学
校
70
名
、中

学
校
57
名
で
、
全
体
の
３
・

６
５
％
の
児
童
・
生
徒
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
就
学
援
助
制
度
と

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
入
学
式
の
際
に
、

新
入
生
保
護
者
に
文
書
を
配

布
す
る
な
ど
の
方
法
で
周
知

し
て
い
る
。現
在
の
判
定
基

準
は
、
所
得
基
準
で
最
低
基

準
の
１
・
３
倍
を
目
安
に
し

て
い
る
ほ
か
、
学
校
長
・
担

当
地
区
民
生
委
員
の
所
見
、

保
有
資
産
の
状
況
の
４
項
目

を
基
準
に
、
総
合
的
に
審
査

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
判
定
基
準
と
な

る
家
族
構
成
別
に
よ
る
総
所

得
金
額
の
目
安
を
記
載
す
る

な
ど
、
分
か
り
や
す
い
周
知

内
容
の
作
成
に
努
め
改
善
し

て
い
き
た
い
。

　

次
に
民
生
委
員
の
所
見
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
２
月

末
現
在
、
県
内
44
市
町
村
の

内
31
市
町
村
が
民
生
委
員
の

所
見
を
求
め
て
い
る
。児
童
・

生
徒
の
様
子
や
家
庭
環
境

を
、
学
校
長
と
民
生
委
員
の

多
方
面
の
所
見
に
よ
り
総
合

的
な
判
断
に
努
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

　

ま
た
判
定
基
準
に
つ
い
て

は
、
所
得
が
最
低
生
活
費
の

１
・
３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
と
同
じ
目
安
に
し
て
い
る

市
町
村
が
一
番
多
く
、
ま
た
、

基
準
額
を
当
市
よ
り
厳
し
く

設
定
し
て
い
る
近
隣
自
治
体

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
理
解

願
い
た
い
。

　

最
後
に
ク
ラ
ブ
活
動
費
や

生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
も
８
割
以
上
の
市
町
村
が

支
給
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
、
他
市
の
状
況
等
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

●
小
田
川
議
員　

現
在
、
市

内
で
は
東
小
学
校
で
2
ク
ラ

ス
、十
和
小
学
校
で
1
ク
ラ
ス

の
複
式
学
級
が
あ
る
。東
小
学

校
に
お
い
て
は
複
式
学
級
に

対
す
る
補
助
と
し
て
、昨
年
度

ま
で
は
常
勤
で
1
名
の
加
配

教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、

本
年
度
は
半
分
の
週
２・５
人

の
配
置
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
来
年
度
か
ら
は
配

置
が
無
く
な
る
と
聞
い
て
い

る
。こ
れ
で
は
担
任
教
員
が
１

人
で
２
つ
の
学
年
の
授
業
を

行
う
こ
と
に
な
り
、子
ど
も
達

の
教
育
を
考
え
る
と
決
し
て

安
心
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

同
じ
市
内
の
小
学
校
で
公
平

な
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、来
年
度
以
降

も
複
式
学
級
に
教
員
の
配
置

は
あ
る
の
か
。今
後
の
市
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

●
市
長　

市
新
基
本
計
画
に

あ
る
よ
う
に
、教
育
環
境
の
整

備
や
平
等
に
教
育
が
受
け
ら

れ
る
権
利
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
児
童
が
少
人
数

の
ク
ラ
ス
で
は
、
大
き
な
集

団
で
の
社
会
的
経
験
の
場
が

不
足
が
ち
に
な
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
望
ま
し

い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
に
は
、今
後
、学
校
の
適
正

配
置
や
適
正
規
模
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

●
教
育
長　

東
小
学
校
や
十

和
小
学
校
の
複
式
学
級
で

は
、
時
間
割
の
編
成
、
学
級
担

小田川　浩　議員

小学校の複式学級の
対応について
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任
の
ほ
か
に
市
の
非
常
勤
講

師
を
派
遣
し
、ま
た
教
務
主
任

や
教
頭
が
授
業
を
担
当
し
た

り
し
て
い
る
。授
業
に
よ
っ
て

は
学
年
を
分
け
た
り
、合
同
で

授
業
を
行
う
な
ど
、小
規
模
校

な
ら
で
は
の
工
夫
を
し
て
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

　

複
式
学
級
な
ら
で
は
の
少

人
数
の
指
導
、
自
主
学
習
や

学
び
合
い
の
学
習
、
学
年
を

越
え
た
異
年
齢
集
団
で
の
経

験
等
、
小
規
模
校
の
良
さ
を

最
大
限
に
生
か
し
、
学
校
生

活
の
レ
ベ
ル
が
下
が
ら
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

次
年
度
以
降
も
、
テ
ィ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
非
常
勤

講
師
の
配
置
や
教
育
課
程
の

編
成
を
学
校
ご
と
に
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
と

同
様
に
学
年
ご
と
の
授
業
を

展
開
し
、
学
力
の
向
上
や
よ

り
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、非
常
勤
講
師
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
、
三
島
小
学
校

と
東
小
学
校
で
半
分
ず
つ
と

い
う
活
用
で
あ
っ
た
が
、今
後

は
１
校
１
人
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
区
域
指
定
制
度
に
つ
い
て

●
坂
議
員　

朝
の
通
勤
時
に

お
け
る
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

の
マ
ナ
ー
違
反
に
よ
る
横
断

は
、
一
時
間
当
た
り
約
50
人

の
人
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
を

通
っ
て
改
札
口
に
向
か
っ
て

い
る
。人
も
車
も
慌
た
だ
し

い
朝
の
通
勤
時
に
、
事
故
が

起
き
な
け
れ
ば
と
心
配
に
な

る
。

　

ま
た
、
現
在
小
さ
な
案
内

板
が
駅
前
広
場
の
横
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
初
め
て
訪

れ
た
人
に
も
す
ぐ
に
見
つ
け

ら
れ
、
分
か
り
や
す
い
案
内

板
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。さ
ら
に
、暑
さ
寒
さ
を
し

の
ぐ
、
あ
る
い
は
待
ち
合
わ

せ
で
き
る
よ
う
な
施
設
作
り

な
ど
、
駅
前
の
整
備
を
整
え

て
い
く
べ
き
で
は
と
考
え
る

が
、市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

み
ら
い

平
駅
は
、
本
市
や
み
ら
い
平

地
区
の
重
要
な
玄
関
で
あ

り
、
特
に
地
元
住
民
や
来
訪

者
が
よ
く
利
用
す
る
駅
周

辺
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
交

通
弱
者
に
も
配
慮
し
、
歩
道

空
間
も
充
実
し
た
作
り
と

な
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、今
後
、駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ナ
ー
違
反

に
つ
い
て
は
、
動
向
を
観
察

し
な
が
ら
、
立
入
禁
止
看
板

の
設
置
、
植
栽
帯
の
外
周
に

チ
ェ
ー
ン
等
の
防

護
柵
を
設
置
す
る

な
ど
の
手
段
を
検

討
し
、
効
果
が
得

ら
れ
る
対
策
を
講

じ
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長

　

公
共
施
設
や
観

光
名
所
の
案
内
板

の
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
駅
を

出
た
右
側
に
、
み

ら
い
平
地
区
と
市

全
域
の
二
つ
の
案

内
板
が
あ
る
が
、

今
後
、
道
路
な
ど
の
整
備
に

伴
い
状
況
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
あ
る
案
内
板
の
表

示
内
容
を
交
換
す
る
な
ど
、

み
ら
い
平
地
区
の
整
備
状
況

に
合
わ
せ
案
内
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、案
内
板
の
場
所
が

分
か
り
や
す
い
よ
う
誘
導
す

る
改
善
策
を
考
え
た
い
。

　

次
に
駅
前
の
休
憩
施
設
に

つ
い
て
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
開
業
か
ら
７
年
が
経

過
し
、
み
ら
い
平
周
辺
に
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲

食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
は

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る

が
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
等

の
休
憩
施
設
は
、今
後
、住
宅

供
給
が
一
層
図
ら
れ
、
人
口

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
出

店
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。さ
ら
に
駅
を
利
用
す

る
方
の
利
便
性
が
向
上
す
る

よ
う
、
各
企
業
に
働
き
か
け

て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
高
齢
者
が
社
会
貢
献
、
地

域
貢
献
に
参
加
の
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て

●
染
谷
議
員　

介
護
保
険
制

度
開
始
か
ら
12
年
が
経
過
し

た
。高
齢
化
の
進
む
中
、利
用

者
の
立
場
か
ら
現
場
の
ニ
ー

坂　　洋　議員

みらい平駅前の環境に
ついて

染谷　礼子　議員

介護保険制度改善の一環
として受領委任払いの取
り組みについて

みらい平駅前
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ズ
に
合
わ
せ
た
見
直
し
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
住
宅

改
修
の
受
領
委
任
払
い
が
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。受

領
委
任
払
い
と
は
、
住
宅
を

改
修
し
た
時
に
利
用
者
は
事

業
者
に
1
割
分
を
支
払
い
、

9
割
は
市
か
ら
事
業
者
に
支

払
う
も
の
で
、
償
還
払
い
と

の
選
択
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
利
用
者
か
ら
は

「
お
金
が
ま
だ
返
っ
て
こ
な

い
」
と
の
心
配
の
声
が
多
い
。

事
業
者
や
利
用
者
と
常
に
連

携
を
取
り
合
う
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
先
に
周
知
し
、
こ
の

制
度
の
導
入
を
一
日
も
早
く

利
用
者
に
周
知
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
に
つ
い

て
も
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
や

入
浴
用
イ
ス
な
ど
は
リ
ー
ス

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
受

領
委
任
払
い
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。市
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

●
市
長　

介
護
保
険
住
宅
改

修
費
の
受
領
委
任
払
い
が
、

本
市
に
お
い
て
は
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

受
領
委
任
払
い
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

受
領
委
任
払
い
に
よ
り
住
宅

改
修
費
の
支
払
い
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
業
者
は
、
市
に

登
録
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
在
、
登
録
し
て
い
る
事
業

者
が
な
く
利
用
も
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
も
、
住
宅
改
修
の
申

請
を
事
業
者
が
市
役
所
窓
口

に
来
た
場
合
な
ど
は
、受
領
委

任
払
い
制
度
の
説
明
を
す
る

と
共
に
、説
明
し
た
事
業
者
が

登
録
申
請
を
提
出
し
な
い
場

合
は
、再
度
チ
ラ
シ
等
を
郵
送

し
事
業
者
に
登
録
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
購
入
費

の
受
領
委
任
払
い
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
購
入
者
の
一
時

的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
、
今
後
検
討
し
て
参

り
た
い
。

●
保
健
福
祉
部
長　

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
の
他

に
、
今
後
、
利
用
者
等
や
事

業
者
が
来
庁
し
た
と
き
は
、

再
度
き
め
細
か
く
説
明
す
る

と
共
に
、
通
知
等
に
よ
り
受

領
委
任
払
い
の
登
録
勧
奨
等

を
引
き
続
き
周
知
し
て
参
り

た
い
。

　

ま
た
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
周

知
し
、
さ
ら
な
る
制
度
の
普

及
に
努
め
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

☆
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

第
４
回
定
例
会

議
案
第
62
号　

委
託
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

※
川
上
文
子
議
員
か
ら
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
63
号　

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

※
古
川
よ
し
枝
議
員
か
ら
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
68
号　

委
託
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

※
川
上
文
子
議
員
か
ら
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

討　

論

討　

論

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
録
画
中
継
配
信
中

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
録
画
中
継
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
市
の
重
要
な
課
題

は
何
か
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の

公
開
と
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の
掲
載
期

間
は
１
年
と
な
り
ま
す
。
編

集
に
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活

用
し
、
経
費
を
か
け
ず
に
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば
み

ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に

よ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借

り
し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル

変
換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及

び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始

は
、
各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と

な
り
ま
す
。

会議録の公開
についてについて
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小小
中中学生のみなさんが学生のみなさんが議会議会を見学 !!を見学 !!

　市立小張小学校（大藤校長）６年生、豊小学校（佐藤校長）６年生、谷原小学校（大好校長）６
年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度より開始し、市内小
中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

小張小学校６年２組　金
か な く ぼ

久保　光
み つ き

希 さん
市議会を見学して

　僕は、市議会を見学して、議会に参加して
いる人が全員堂々としていてすごいと思いま
した。また、市民のためにすごく活やくして
いる姿がかっこ良かったです。議員のみなさ
んがこうして、いろいろな事をやってくれて
いるので、平和に暮らせているのだと思いま
す。僕は、みなさんの姿を見て、僕が議員だっ
たら、あんな事はできなかったと思います。
これからも、市や市民のためにも、議員のみ
なさんが一日一日がんばって、いつか、日本
一のまちになったらいいなと思いました。
　僕は市議会を見学して、議員のみなさんが、
苦労を重ねて、このような結果になったんだ
と思いました。本当に市議会はすごいなと思
いました。

小張小学校６年１組　会
あ い ざ わ

沢　碧
の あ

亜 さん
市議会を見学して

　私は、市議会を見学したのは今回で２回目
なのですが、前回と同じく議員のみなさんの
真剣さに胸を打たれました。つくばみらい市
に、その市民である私たちがより住みやすい
ように、一生懸命話し合ってくださっている
のを見て、とてもうれしく思いました。
　陽光台地区に新しく小学校ができると聞い
たのですが、思っている以上にそれは大変な
ことだと思います。でも、小張小には、もう
教室がないため小学校が新しくできた方がと
ても助かります。小学校を建てるかどうかの
判断はとても勇気がいることだったと思いま
すが、そのおかげで私の妹が通うことができ
ます。本当にありがとうございました。
　また機会があれば傍聴しに行きたいです。

小張小学校６年２組のみなさん

小張小学校６年１組のみなさん
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谷原小学校６年１組　古
ふ る や

谷　友
ゆ な

那 さん
市議会見学から学んだこと

　私たちは、毎日何気なく、信号や道路を使っています。
でも、それを付けていてくれるのは誰かなんて、気にも
しませんでした。でも、今回市議会を見学してみると、
議員さんたちが真剣に、生活に必要な事など、市民の人々
のためになるように、考えてくれて
いました。意見を言う時は、私たちの
授業の時みたいにはずかしがらず、自
分から手を挙げ、堂々と意見を述べて
いて、カッコイイなと思いました。ま
た、聞いている人も、真剣に聞き、意
見に対してまじめに考えている様子が
伝わってきました。
　私は、今回の市議会を見学して、改
めて議員さんたち
はすごいと思いま
した。

豊小学校６年１組　吉
よ し と み

冨　瑠
る か

夏 さん
市議会ぼうちょうに行って感じたこと

　私は、初めて市議会ぼうちょうに行って心に残ったこ
とが二つあります。
　一つ目は、議員さんが自分の意見に自信を持って、ハ
キハキと発言していたことです。私達が行った日は、二

人の議員さんのお話を聞きましたが、
どちらの議員さんも市長さんや教育長
さんに説得力のある発言をしていたの
で「すごい！」と思って聞いていまし
た。
　二つ目は、つくばみらい市のために
なることを話し合っていたことに感動
しました。国際交流について、駅前の
駐輪場のマナーや防災対策についてな
どなど。どれもつくばみらい市の住民
のためになることだったので、私は「こ
の市のことを思っている議員さんがい
てとても心強いなぁ。」と感じました。

谷原小学校６年１組のみなさん

豊小学校６年１組のみなさん
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　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎ご意見ご感想をお寄せください◎

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、健
や
か
に
輝
か
し
い
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
二
次
安
倍
新
内
閣
に
よ
る
日

本
経
済
の
復
興
対
策
を
期
待
し
て

株
式
、
為
替
市
場
と
も
に
堅
調
な

動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
拝
聴
し
、
市
と
議
会
が
一
緒
に

責
任
を
持
っ
て
強
固
な
行
政
組
織

と
健
全
な
財
政
基
盤
を
つ
く
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
ん
で
良
か
っ

た
思
え
る
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
実

現
に
向
け
て
、
精
進
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
巳
年
に
ち
な
ん
で
デ

フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
皮
を
期
待

し
、
明
る
い
一
年
と
な
る
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
委
員　

直
井
高
宏
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

染
谷
礼
子

委　

員 

古
川
よ
し
枝　

中
島
五
郎

 

直
井
高
宏　
　

小
田
川
浩

 

鐘
ケ
江
礼
生
奈

編編
▼▼

集集
▼▼

後後
▼▼

記記

　議会は、特別な場合を除き、だれでも
傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、
年齢をご記入していただくだけで、傍聴
席（定員50人）に入場できます。なお、
常任委員会等の傍聴席は、定員５人と
なっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎
3階です。

市議会を
傍　聴

しませんか !!

◎第４回定例会　傍聴者数　129人
（内小学生97人）

会期日程のお知らせ

※日程等については変更になる場合があります。なお、
会期日程は、議会運営委員会 ( 通常は開会日の７日前
に開催 ) で協議され、定例会初日の本会議で決定され
ますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

平成25年第１回定例会は、平成25年第１回定例会は、
　　　　　　　次のとおり開催される予定です。　　　　　　　次のとおり開催される予定です。

月　日 曜日 会　議 内　　　　　容
３月　１日 金

本 会 議

開会、議案の上程及び説明
３月　４日 月 一般質問

３月　５日 火 一般質問、議案の委員会
付託

３月　６日 水
常任委員会

総務常任委員会
教育民生常任委員会
経済常任委員会

３月　７日 木
３月１１日 月
３月１３日 水

特別委員会予算特別委員会３月１４日 木
３月１８日 月

３月２１日 木 本 会 議委員長報告、質疑、討論、採決、閉会
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下
さ
い
。 議会開会中、伊奈庁舎及

び谷和原庁舎のロビーに
設置してあるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴
ください。
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